
一
位
持
浅
間
爆
護
一
音
響
及
降
茨
の
分
布

埼

玉

豚

熊

谷

測

候

所

昭
和
四
年
九
月
十
八
日
午
前
一
時
頃
の
、
浅
間
山
爆
援
に
闘
し
、
其
一
音
響
及
び
降
次
に
就
℃
，
埼
玉
腕
内
三
百
六
十
八

グ
町
村
長
へ
、
其
模
様
を
間
会
せ
て
、
得
た
結
果
を
，
乙
、
に
録
し
て
置
き
た
い
。
但
此
内
五
十
三
ケ
町
村
は
同
答
し
く

れ
『
な
か
っ
た
。

ま
づ
っ
音
響
を
聞
い
た
か
ど
う
か
」
と
い
ふ
問
を
殺
し
た
も
の
に
卦
す
る
返
答
は
、
次
の
様
で
あ
っ
た
。
乙
れ
は
，
間
以

方
が
拙
で
あ
っ
た
の
で
、
多
く
は
、
筒
草
明
瞭
に
、
「
問
え
た
」
と
答
へ
て
す
然
、
た
。
併
し
，
・
な
か
に
は
、
乙
ち
ら
の
気
持
を

察
し
て
く
れ
て
、
聞
え
た
程
度
や
模
様
を
述
べ
て
く
れ
た
向
も
、
深
山
あ
っ
た
の
で
，
幾
分
た
す
か
っ
た
。

国
広
口
そ
-
寄
せ
れ
く
れ
た
三
百
十
五
町
村
の
内
、
一
音
響
を
問
か
-
な
か
っ
た
の
が
‘
秩
父
郡
大
瀧
、
大
柄
。
比
企
郡
北
吉
見
。

北
足
立
郡
常
光
、
横
曾
根
、
石
戸
、
桶
川
、
白
子
.
戸
田
、
志
木
、
宮
原
、
中
丸
、
三
室
，
川
口
。
入
間
郡
吾
妻
、
南
高
麗
，
日

束
。
北
葛
飾
郡
豊
野
、
南
埼
玉
郡
蒲
生
、
越
ヶ
谷
、
大
津
の
二
十
一
ケ
町
村
で
、
一
昔
は
問
え
な
い
・
が
戸
障
子
な
ど
の
揺
ぎ
で

戚
知
し
た
程
度
の
も
.
の
や
、
聞
え
で
も
微
弱
で
あ
っ
た
の
や
、
聞
い
た
も
の
も
あ
る
が
問
え
な
い
者
も
あ
る
と
い
ふ
程
度

の
分
は
、
秩
父
郡
白
川
。
比
企
郡
西
吉
見
、
松
山
、
.
出
丸
。
北
足
立
郡
原
市
、
小
室
，
奥
野
，
大
谷
，
谷
塚
、
大
和
田
、

馬
室
、
神
根
、
土
A
口
、
吹
上
。
入
間
郡
奥
富
、
金
子
、
東
金
子
、
五
口
野
、
豊
岡
、
大
井
、
藤
棒
、
田
面
、
棒
、
水
宮
、
精
明

二
一
五
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富
岡
，
所
津
，
北
葛
飾
郡
八
木
郷
、
三
輪
野
江
よ
彦
成
、
田
宮
。
南
埼
玉
郡
大
相
模
、
卒
野
，
大
袋
、
八
係
、
八
幡
、
篠
体
及

北
埼
玉
郡
三
俣
，
南
河
原
の
三
十
六
ケ
町
村
。
以
上
に
反
し
て
、
強
烈
又
は
可
成
b
強
く
又
は
明
か
に
開

3
得
し
も
の
、

又
は
驚
い
て
戸
外
に
出
る
程
度
の
分
は
、
児
玉
郡
児
玉
、
大
棒
、
藤
田
、
紳
保
原
、
・
若
泉
、
秋
卒
。
大
里
郡
本
郷
、
三
尻

熊
谷
、
新
合
、
明
戸
、
男
沼
♀
北
埼
玉
郡
共
和
、
原
道
、
騎
西
.
豊
野
，
束
、
水
深
、
手
古
林
.
樋
遣
川
、
大
越
，
高
柳
、
三
田

ヶ
谷
‘
村
君
，
埼
玉
，
種
足
.
太
井
，
秩
父
郡
長
若
‘
月
九
那
、
原
谷
、
三
棒
、
尾
田
蒔
，
吉
田
、
白
鳥
.
小
鹿
野
、
倉
尾
、

比
企
郡
今
宿
、
菅
谷
‘
伊
草
、
北
足
立
郡
野
田
、
国
間
宮
、
大
砂
土
、
大
久
保
、
三
橋
、
片
柳
。
入
間
郡
名
刺
、
高
萩
、

毛
呂
、
松
井
、
原
市
場
、
高
階
、
高
一
臆
，
川
角
、
一
服
岡
、
勝
呂
。
北
葛
飾
郡
早
稲
田
，
纏
現
堂
川
、
金
杉
.
中
古
一
・
松
。
南
埼

玉
郡
潮
止
、
小
林
の
六
十
一
ケ
町
村
で
.
其
他
は
み
な
、
車
に
聞
え
た
と
い
ふ
だ
け
で
あ
る
か
ら
.
其
中
に
は
.
強
く
明

か
に
聞
え
た
も
の
も
あ
ら
う
し
‘
ま
た
微
か
な
の
や
戸
障
子
の
は
た
め

3
だ
け
が
含
ま
れ
て
居
る
筈
で
あ
る
。

そ
乙
で
、
乙
の
、
強
く
明
か
に
聞
え
た
の
を
⑥
)
印
と
し
、
問
え
な
い
の
を
×
印
と
し
‘
微
弱
な
の
や
戸
障
子
の
は
た
め

さ
だ
け
な
の
や
を

O
印
と
し
て
、
地
図
に
記
入
し
て
見
る
と
，
附
同
の
援
な
配
布
と
な
る
。

次
に
、
降
・
一
次
に
就
℃
、
其
有
無
及
び
程
度
を
。
前
同
様
の
箇
所
へ
岳
部
ね
て
見
た
と
こ
ろ
，
同
公
口
、
が
あ
っ
た
の
が
三
百
十

五
ケ
町
村
で
「
降
・
一
次
無
し
L
と
い
ふ
の
が
三
百
五
十
六
ケ
町
村
で
‘
降
友
が
有
っ
た
の
は
次
の
逼
b
で
あ
る
。

児
玉
郡

"MW 

北
泉
村

児
玉
町

ハ
藤
田
村
〉

坪所少
常に.量
りよあ
がJ りり
ー僅
合少
わ
り

児
玉
郡

""" 

本
泉
村

七
本
木
村

ハ
仁
手
村
)

殆
ん
ど
ん
批
…
き
程
度

徴
少
あ
り

坪
営
り
約
三
合

g 

。
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(
旭
村
〉

ハ
本
庄
町
)

深
谷
町

(
明
戸
村
)

〈
阿
部
村
)

(
太
田
村
)

ハ
男
会
村
〉

(
妻
沼
町
〉

(
新
合
村
〉

(
八
基
村
)

須
影
村

北
河
原
村

(
東
村
)

(
樋
遺
川
村
〉

目
当
叫
ザ
』

4
H
H
a引
山
岡
山

中
島
村

ハ
山
石
瀬
村
一
)

ハ
川
建
材
〉

(
村
君
村
〉

(
羽
島
村
)

太
井
原
谷
村

原
市
村

坪
常
り
約
一
ム
口

軽
徴
あ
り

徴
・
少
あ
り

有

p
ku'~・a・aB
V
4
J
J

・-4
1

d

f
p
a
E
J
F
三
と

路
上
、
桑
葉
等
友
色
と
な
る

僅
少
あ
り

坪
営
り
約
七
勾

多
し
小
砂
の
如
《
蒋
霜
よ
り
粕
少
し

坪
常
り
約

O
、
一
・
勺

有

p
薄
霜
の
如
〈
降
る

樹
葉
上
に
撒
布
せ
る
程
」
民

僅
少
あ
り

ま
ば
ら
に
あ
り

一
並
ぺ
位
砂
降
る

少
量
の
砂
降
る

桑
業
簿
黒
く
な
る
位

一
一
回
に
あ
り
。
桑
葉
は
一
時
給
桑
し
符
づ

v

若
千
あ
る
も
弱
し

僅
少
わ
り

形
跡
あ
り

V 大 V 児。

旦玉
君jc 君5

v 9 v v v U ヰtIJ 
-'iif 
玉
郡

v p p v B v 北秩 F
足父
立郡
部

(
紳
保
原
村
)

(
賀
美
村
〉

大
麻
生
村

大
寄
村

(
別
府
村
〉

用
土
村

中
瀬
村

(
秦
村
)

〈
長
井
村
)

(
男
沼
村
〉

原
選
村

豊
野
村

手
古
林
村

(
大
越
村
)

羽
生
町

ハ
井
泉
村
〉

ハ
川
俣
村
)

(
コ
一
回
ヶ
谷
村
〉

(
中
保
村
)

黒
河
村

南
河
原
村

三
津
村

日
蓮
村

粉
多
量
、
霜
の
降
り
た
る
程
度

坪
官
り
約
五
勺

軽
少
あ
り

認
め
ら
れ
る
程
度

樹
葉
上
に
見
常
る

僅
か
に
あ
り

少
量
わ
り

相
官
に
あ
り

約
一
粒
並
び

樹
葉
に
降
る
音
を
聞
く
尺
坪
に
三
瓦

少
量
あ
り

至
て
稀
薄

軽
微
坪
営
り
五
白
・
4

位

極
少
あ
り

坪
常
り
約

O
、
五
勾

遺
路
草
木
白
色
を
皐
す

桑
葉
、
屋
根
瓦
、
庭
等
一
一
回
に
降
る

些
少
あ
り
。
村
北
部
に
多
し

少
量
わ
り

極
少
量

少
量
あ
り

・
少
量
わ
り

七



北
足
立
郡

"ν
 F 北 V 入

葛問
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司i

南
埼
玉
郡

大静樫精高吹上
山村現明麗上尾
・村 堂村村 nl[ 町

村

二
一
八

あ
る
が
如
き
も
認
め
ら
れ
ぬ
程
度

掠
め
て
少
量
め
り

殆
ん
ど
無
さ
程
度

多
少
わ
り

殆
ん

E
知
…
き
程
度

砂
様
の
も
の
僅
か
に
あ
り

ほ
ん
の
少
量
わ
り

右
の
内
、
町
村
名
に
括
弧
を
付
け
て
あ
る
の
は
、
其
同
時
ム
口

の
文
句
か
ら
見
℃
、
ま
づ
可
成

b
降
っ
た
も
の
と
見
、

其

他
は
僅
少
な
も
の
と
見
ら
れ
る
。
そ
乙
で
前
の
地
同
上
に
か

-な

b
降
っ
た
所
へ
網
目
の
陰
影
を
付
け
、
僅
少
の
所
へ
は
砂

目
を
入
れ
て
見
る
と
、
附
園
の
採
な
配
布
と
な
る
。

以
上
は
単
に
朕
抑
州
、
だ
け
で
、
別
に
之
か
ら
繰
っ
た
結
果
を

導
出
す
る
乙
T

ど
は
，
本
腕
、
だ
け
の
資
料
で
は
、
何
も
出
来
さ

う
に
無
い
。
し
か
し
附
国
を
観
察
す
る
と
.
降
友
の
多
い
匡

域
は
般
の
北
拐
、
利
根
川
沿
ひ
だ
け
で
あ
る
か
ら
，

一
見
、

此
皮
の
降
友
は
、
利
根
川
の
流
れ
と
同
様
に
東
流
し
た
か
の



如
く
見
え
る
が
，
又
一
見
す
る
と
，
利
根
川
来
流
地
の
上
安
で
友
の
流
れ
が
淀
ま

5
れ
て
.
乙
、
、
が
際
立
っ
た
南
房
，
(
降

-
一
決
地
域
の
)
と
な
っ
た
援
に
も
見
え
る
。
川
の
上
容
が
、
友
の
流
れ
を
誘
込
ん
だ
'
夕
、
淀
ま
せ
た

b
す
る
と
見
れ
ば
.
国

の
砂
目
の
配
布
の
様
に
‘
入
間
川
や
荒
川
に
沿
っ
て
、
所
々
に
降
友
少
量
の
地
が
v

黙
在
し
て
居
る
乙
と
も
自
に
付
く
。

ま
た
市
の
川
や
入
間
川
が
荒
川
に
A
口
す
る
地
域
や
、
渡
良
瀬
川
や
思
川
が
利
根
川
に
令
す
る
地
域
に
そ
れ
ハ
¥
鈎
立
し
た

降
・
灰
地
が
あ
る
乙
と
も
自
に
付
く
。

い
づ
れ
に
し
て
も
.
此
夜
は
、
西
風
で
あ
っ
た
と
見
え
て
‘
降
友
域
も
，
強
一
音
響
の
区
域
も
.
東
西
に
延
び
℃
居
る
。

一
音
響
に
関
し
て
，
勝
の
南
縁
地
に
、
微
一
音
域
や
，
無
一
音
域
が
あ
る
の
は
此
潟
め
で
あ
る
と
し
て
，
別
に
、
燃
の
来
宇
部
の

中
央
に
，
附
国
中
鋸
歯
賊
線
で
国
ん
で
あ
る
微
一
音
域
が
.
其
心
核
部
に
、
無
一
音
域
を
B

狭
小
な
が
ら
も
包
含
し
℃
存
し
℃

居
る
之
と
は
一
菅
波
が
、
局
部
的
に
は
、
か
な

b
複
雑
に
盛
表
す
る
之
と
を
示
し
て
居
る
の
で
あ
る
ま
い
か
。
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